
 

 

 

 

 

○後期委員会認証式 

 １０月３０日に後期委員会の認証式がありました。後期からは、２年生が学校の中心となる機会が増えます。委員会活

動もその一つです。生徒会長や委員長を２年生が務め、学校を引っ張っていきます。３年生の背中を一番近くで見てき

た２年生です。後輩のよい見本となり、先頭に立って学校を支えていくことを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇いざという時のために 

 練馬区の防災課の職員から、簡易トイレの使用について説明がありました。家

庭で「食料品を備蓄している」と答えた生徒が多数いる一方、「簡易トイレを備

蓄している」と答えた生徒は少ないようでした。日頃から備えることでいざと

いう時に慌てないことにつながります。当日は一人一つずつ、簡易トイレが配

られました。この日の話を忘れずに、緊急時に地域の一員として支えられる人

であってほしいと思います。 

 

〇校外学習に向けて 

 １１月２４日に実施する校外学習に向けての事前学習がはじまりました。総合の時間には自分たちが興味のある場所

について調べてまとめ、各班で係を決めました。また実行委員のメンバーも、放課後に残ってスローガンを決め作成し

たり、実行委員会だよりを発行したり、着々と準備をすすめています。 

昨年度の反省もふまえながら、もう一回り成長できる行事にするために、全員で協力しましょう。 
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すばるとは、「たくさんのものを結んで一つにまとまる」という意味があります。２学年 200人も一つになろう！ 

 

 

 生徒会役員と各委員会の委員長が代表して認証書を受け取りました。 各クラスの委員はその場に起立します。 

 
防災課からの話を熱心に聞いて

いました。 

 

 

事前学習の様子。タブレットや本で情報を集めました。 

 

完成したレポート。調べた

理由やその見学地の魅力

がまとまっています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○二年生も折り返しです 

１１月に入り、２年生の生活も折り返し地点を迎えました。つまり中学校生活も折り返し地点を迎えています。 

 先ほど紹介したように、委員長に立候補して活躍している人もいれば、陰で努力している人、ささいなことにもきち

んと取り組んでいる人も数多く見られます。授業に集中する、部活動や課外活動に励む、自学ノート、忘れないぞうを

欠かさず提出する、バッチを毎日つけて登校する、身の回りの物の管理をしっかりとする…。全て当たり前のことでは

ありますが、忙しい日々の中でも些細なことをおろそかにせず生活している人がたくさんいます。残りの中学校生活で

も、小さなことを大切に生活して、一年半後の進路決定に自信をもって進んでほしいです。 

 

 

【１１月６日～１１月１７日の予定】（授業準備は、連絡ホワイトボードやクラスルームも活用しよう。） 

曜日 内容 

１１/ ６（月） ６時間授業  朝礼（8：20体育館） ①学活 

７（火） ６時間授業 

８（水） ３時間授業  ２学期期末考査１日目（英 保体 美） 

９（木） ３時間授業  ２学期期末考査２日目（国 理 技家） 

１０（金） ３時間授業  ２学期期末考査３日目（数 社 音） 

１１（土） ３時間授業   

１３（月） ６時間授業  避難訓練 

１４（火） ６時間授業  中央委員会 

１５（水） ５時間授業  ⑤道徳 各種委員会 

１６（木） ６時間授業   

１７（金） ６時間授業 

 
 

【 ひ と こ と 】感想があればご記入いただき、切り取って担任までお願いいたします。 
 

 

 

 

 

この用紙でなくてもかまいません。２年  組           保護者様 掲載（可・不可・匿名希望） 

 

 

放課後の実行委員会
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掲示用スローガン・ 

実行委員便り作成中 
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